
別紙１ 
情報化施工推進戦略（概要） 

～「使う」から「活かす」へ、新たな建設生産の段階へ挑む！！～ 

 

平成 25 年 3 月 29 日 情報化施工推進会議 

 

情報化施工推進戦略とは（今回は平成 25 年度から平成 29 年度までの戦略） 

情報化施工について、建設施工におけるイノベーションを実現する手段のひとつである

との認識の下、その普及を通じて建設事業の諸課題を解決し、良質な社会資本の整備と適

確な維持管理・更新を実現することを目的に、その目指す姿と普及に向けての対応方針、

スケジュール及び具体的な目標などについて検討を行い、とりまとめたもの。 
 

○情報化施工推進戦略の構成 

本推進戦略は、中長期的な目標となる情報化施工の目指す姿を明らかにし、建設事業の

課題と情報化施工への期待ならびに情報化施工推進を巡る現状を整理し、本推進戦略の期

間である平成 25 年度からの 5 年間に大きな柱として推進する目標とその達成に向けて取

り組む項目として、5 つの重点目標と 10 の取り組みを設定している。また、本推進戦略の

継続的な実効性を確保するための体制と施策を示し、定期的にフォローアップを実施する

こととしている。 
 

第２章
建設事業の課題と情報化施工への期待
○建設事業を取り巻く課題
○情報化施工の導入の意義

第３章
情報化施工推進を巡る現状
○国内外における動向
○前推進戦略の実績と今後の課題

第１章 ポイント１ 情報化施工の目指す姿を明示
情報化施工の目指す姿
○情報化施工のあり方 ○情報化施工推進の目的 ○情報化施工推進の仕組み

第４章
推進戦略期間中における重点目標
○情報化施工推進の目的に基づく目標設定
○重点目標
○本推進戦略における取り組み
○ロードマップ

ポイント２ ５つの重点目標と１０の取り組みを設定

５つの重点目標
①情報化施工に関連するデータの利活用に関する重点目標
②新たに普及を推進する技術・工種の拡大に関する重点目標
③情報化施工の普及の拡大に関する重点目標
④地方公共団体への展開に関する重点目標

⑤情報化施工に関する教育・教習の充実に関する重点目標

第５章
推進戦略の継続的な実効性の確保

○実施体制 ○継続的な実効性を確保する施策 ○フォローアップ

ポイント３ 継続的な実効性を確保する施策を明示
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ポイント１ 情報化施工の目指す姿を明示 

中長期的な目標となる情報化施工の目指す姿として、情報化施工のあり方、情報化施工

推進の目的を明示。 

 

（１）情報化施工のあり方 

情報化施工は、ICT（情報通信技術）を活用した新たな施工であり、建設事業の調査・

設計・施工・維持管理という一連の建設生産プロセスの中の施工プロセスに着目し、施工

に関わる多種多様な情報を他のプロセスの情報と相互に連携させることにより、建設生産

プロセス全体の生産性、施工の品質、さらには建設事業に対する信頼性の向上を図る技術

の総称である。 
 

（２）情報化施工推進の目的 

情報化施工推進の目指す目的は、信頼性が高く、安全で、長寿命である良質な社会資本

整備を実現することであり、このために建設事業に関わる様々な社会情勢からの制約や与

条件のもとで社会資本の質を高め、維持管理・更新を適確に行うための仕組みを創ること

である。この目的の実現のために、発注者・行政部局には効果的な建設投資や社会資本の

信頼性の向上、建設産業の強化などに努めることが、また受注者には、工事の安全性や生

産性の向上により、産業としての競争力の強化に努めることが求められる。情報化施工は、

このための具体的な手段を提供する技術であり、監督・検査の精緻化による技術者判断の

高度化、施工の最適化や省力化、安全性の向上など従来よりも一段進んだ建設生産の手段

を提供することになる。 
情報化施工は、新たな建設生産の手段であり、その推進においては、従来の制度や技術

と摺り合わせながら進歩していかなければならない。そのため、従来の技術基準や制度の

見直しを進める大循環と新たな技術の研究・開発と普及を進める小循環による改良を重ね

ながら、徐々に建設生産全体を高度化していく必要がある。 

【施工】

【現場の改善（開発・普及の小循環）】

良質な社会資本の整備と適確な維持管理・更新の実現 【目指す方向：信頼性向上、安全、長寿命化】

建設事業を巡る諸情勢：人口減少と少子高齢化 厳しい財政状況、社会資本の老朽化、地球環境温暖化等の環境問題等

【建設事業の課題を解決する持続的イノベーションの実現】

 

【建設事業の環境改善（制度・基準の大循環）】

【
調
査
】
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設
計
】
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持
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理
】情報化施工技術

の研究・開発
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技術基準類／入札・契約制度の導入

情報化施工データの蓄積・解析

情報化施工の導入・普及

競争力の増強 効率的・効果的な建設投資

安全性の向上 品質の確実な確保と向上
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方
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熟練者不足への対応 構造物の点検・補修・リニューアルの高度化

施工及び維持管理の知見を調査・設計へ反映 維持管理の経験・知見を施工段階へ反映

施
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必
要
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維
持
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理
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な
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側

生産性向上・工期短縮

建設産業の強化

監督・検査の効率化施工の最適化

技術的判断の高度化作業の省力化 技術力
の評価

競争力
の増強

より適切な
公共調達

施工のトレーサビリティ
の確保

施工の安全性向上

技術開発 新技術の育成
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ポイント２ ５つの重点目標と１０の取り組みを設定 

 情報化施工の目指す姿に向けて、本推進戦略期間に大きな柱として推進する目標とその

達成に向けて取り組む項目として、５つの重点目標と１０の取り組みを設定。 

 

（１）５つの重点目標 

①情報化施工に関連するデータの利活用に関する重点目標 

情報化施工の効果がより一層得られるよう、情報化施工の特性を踏まえた、従来の手法に

代わる施工管理、監督・検査の実現と設計や維持管理に関する技術基準の見直しを目指す。

また、ＣＩＭ導入の検討と連携し、ＣＩＭにより共有される３次元モデルからの情報化施

工に必要な３次元データの簡便で効率的な作成や、施工中に取得できる情報の維持管理で

の活用を目指す。 

 
②新たに普及を推進する技術・工種の拡大に関する重点目標 

情報化施工およびその関連技術の動向を把握し、新たに研究・開発された技術やこれま

でに開発されている技術のうち有望な技術について、将来の普及推進を念頭に、その適用

性および適用効果等を検証・評価の上、新たに普及を推進する技術・工種の拡大を目指す。

 
③情報化施工の普及の拡大に関する重点目標  

情報化施工に関する試験施工の実績や技術の普及状況等を踏まえ、従来と比べコストが

縮減することが期待でき、既に技術的に確立している技術については、一般化を推進する

技術（一般化推進技術）として選定し、3 年を目途に一般化するために計画的な普及を推

進する。また、実用化に向けて検討を行う技術（実用化検討技術）についても選定し、一

般化推進技術と同様の普及措置を実施する。 
 
④地方公共団体への展開に関する重点目標  

地方公共団体へ情報化施工の普及を促進するため、情報化施工の周知やコストの縮減を

積極的に行うとともに、一般化技術については、地方公共団体の発注する工事への展開を

図る。これにより、平成３０年度までに、全ての都道府県と政令指定都市の発注する工事

において、一般化技術の活用を目指す。 

 
⑤情報化施工に関する教育・教習の充実に関する重点目標 

情報化施工の特性を活かし、工期短縮や品質向上等の成果につなげられる人材を確保す

るため、情報化施工に関する教育・教習の充実と優れた技能者・技術者を広く育成してい

く仕組みの構築を目指す。 
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（２）１０の取り組み 

重点目標と本推進戦略期間での

取り組み項目 
平成 29 年度までの対応方針 

①情報化施工に関連するデータの利活用に関する重点目標 

 1 

情報化施工による施工管

理要領、監督・検査要領

の整備 

従来施工と情報化施工の施工管理の相関性を検証した上で、一般化及び実用

化の推進に必要となる情報化施工による施工管理時の留意点を示した施工管理

要領や、情報化施工を用いた監督・検査手法の整備を進める。 

 2 
情報化施工の定量的な評

価の実施 

一般化推進技術を用いた工事において、目的構造物の性能や耐久性の向上に

ついて追跡調査を行い、施工管理結果と性能や耐久性の相関分析により、導入

効果の定量化を目指す。 

 

3 
技術基準類（設計・施工）

の整備 

一般化及び実用化を推進する情報化施工技術で得られる施工中の各種データ

を蓄積し、その蓄積したデータの分析・検証等を通じて、従来の手法にとらわれな

い情報化施工の特性を活かした施工管理、監督・検査方法の検討・実現や技術

基準についての見直しに向けた検討を行う。 

4 
ＣＩＭと連携したデータ共

有手法の作成 

CIM 導入の検討と連携し、設計で作成された３次元モデルから情報化施工用３次

元データの簡便な作成、工事の契約変更・出来高部分払いの手続きの効率化、

施工データを活用した土木構造物の経年変化の把握等の実現を目指す。 

②新たに普及を推進する技術・工種の拡大に関する重点目標 

 5 

新たな技術や既存の技術

を導入し普及する仕組み

作り 

建設技術研究開発助成制度や新技術活用促進システムと連携し、新たな技術の

研究開発、新たな技術や既存の技術について現場の適用条件と効果の検証・評

価を行う試験施工を実施するなど、導入と普及を進める仕組みの構築を図る。 

③情報化施工の普及の拡大に関する重点目標 

 6 一般化及び実用化の推進 

一般化及び実用化を進める技術について、現場において施工合理化調査を実

施し、生産性（歩掛等）について実態を継続的に把握しつつ、普及状況等を勘案

のうえ必要な歩掛改正等を実施する。 

 ７ 
ユーザが容易に調達でき

る環境の整備 

これまで情報化施工の取り組みをしていない施工者へも普及が進むよう、情報化

施工機器・システムの導入に要するコストの縮減のため、機器・システムに関する

低利融資制度の拡充等を行う。また、測器メーカ、機械メーカ、レンタル業者も含

めたサポート体制の充実を図る。 

④地方公共団体への展開に関する重点目標 

 8 情報発信の強化 
産・学・官それぞれにおいて、雑誌、シンポジウム、展示会、技術論文・学術論文

などの広報活動を通じて、積極的に情報発信する。 

 9 
情報化施工の導入現場の

公開や支援の充実 

地方公共団体へ情報化施工を周知するため、地方整備局等で実施している見

学会・講習会等へ積極的な参加を促すとともに、情報化施工の活用事例を中心

とした効果等の周知を行う。また、例えば問合せ窓口を設置するなど、活用するた

めの支援の充実を図る。 

⑤情報化施工に関する教育・教習の充実に関する重点目標 

 10 研修の継続と内容の充実 

情報化施工機器を搭載した建設機械等の操作、情報化施工の特性を活かした

施工計画や施工管理、情報化施工用の３次元データの作成・運用、情報化施工

機器の設定・メンテナンス等に関する教育・教習を充実し、目標の達成に必要な

内容を整理して広く提供する仕組みの構築を図る。また、発注者の職員向けの研

修・講習会を継続し、監督・検査段階で情報化施工技術を活用する方法の周知

を行う。 

  



 

ポイント３ 継続的な実効性を確保する施策を明示 

 本推進戦略の継続的な実効性を確保するため、５つの重点目標と１０の取り組みを推

進するための手段となる推進戦略期間に実施する施策を明示。 

 
（１）直轄工事における活用（試験施工等） 

直轄工事おいては、本推進戦略の重点目標の中での位置づけと試験施工等の目的を、

明確にして活用する。 
 
（２）新たな情報化施工を導入する仕組み作り 

民間事業者で開発される新たな優れた情報化施工技術や既存の優れた情報化施工技術

を見出し、普及促進に繋げるために、技術の収集と検証・評価を継続的に実現する仕組

みを構築する。 

 
（３）総合評価落札方式・工事成績評定における評価 

情報化施工の普及に向けたインセンティブとして、情報化施工の活用に対する加点措

置を継続する。 
 

（４）新たに取り組む企業への支援 

導入に要するコストの縮減に寄与する低利融資制度の拡充や 3 次元データの簡便な作

成の実現を目指す。また、導入に際し有効な情報の入手を支援する。 
 

（５）地方公共団体への推進支援 

情報化施工の効果や適用時の留意点を周知するとともに、現場見学会などの開催を継

続する。情報化施工に適した工事条件や、仕様書の記載、監督・検査手法のアドバイス

を行う仕組みを構築する。また、情報化施工を活用できる人材の育成を支援する。 
 

（６）人材育成 

情報化施工の特性を活かした施工計画・施工管理・監督・検査、情報化施工用の 3 次

元データの作成・運用等について、教育・教習内容を整理しテキストを作成して、情報

化施工を効果的に活用できる人材を育成する。 
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